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こ
の
た
び
湯
川
村
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
小
林
信
房
さ
ん
（
勝
常
）
が

退
任
さ
れ
、
新
し
く
中
島
敦
之
さ
ん

（
中
ノ
目
）が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
小

林
信
房
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

を
昭
和
59
年
か
ら
32
年
に
渡
り
湯
川

村
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発
展
に
ご

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
長
い
間
大

変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
中

島
敦
之
さ
ん
は
、
得
意
種
目
は
野
球
、

剣
道
と
幅
広
く
、
野
球
に
お
い
て
は

福
島
県
市
町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会

の
湯
川
村
チ
ー
ム
の
監
督
と
し
て
も

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
、
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

湯
川
村
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
退
任
の
お
知
ら
せ
と
新

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
紹
介

「
勝
常
念
仏
踊
り
」　　
　

　
　
雨
降
る
中
で
の
開
催

　

去
る
平
成
28
年
４
月
28
日（
木
）、
勝
常
寺
境
内
に
お
い

て
、
20
年
ぶ
り
に
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
春
の
祭
礼

「
勝
常
念
仏
踊
り
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

勝
常
念
仏
踊
り
は
、
平
成
15
年
に
喜
多
方
市
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
念
仏
踊
り
と
合
わ
せ
て
、
福
島
県
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
喜
多
方
市

の
小
沼
・
中
ノ
目
集
落
の
方
々
と
共
に
地
元
の
子
供
た
ち

も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
で
国
宝
指
定
20
年
と
な
っ
た
薬
師
如
来
坐
像
の
御

前
で
の
供
養
儀
式
の
後
、
薬
師
堂
の
軒
先
で
３
つ
の
保
存

会
が
列
に
な
っ
て
演
舞
し
、
勝
常
小
学
校
児
童
も
こ
の
日

の
た
め
に
練
習
し
て

き
た
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

時
折
激
し
く
降
る

雨
に
も
負
け
ず
、
高

ら
か
に
鳴
ら
す
笛
や

太
鼓
が
勝
常
寺
境
内

い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡

り
、
学
習
の
一
環
と

し
て
参
加
し
た
笈
川

小
学
校
の
５
年
生
も

踊
り
や
演
奏
を
一
番

前
で
熱
心
に
見
学
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
か
い
も

て
な
し
と
し
て
、
恒

例
と
な
っ
た
特
産
品

の
販
売
や
、
つ
き
た

て
の
振
る
舞
い
も
ち

が
門
前
で
、
参
拝
客

に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
26
回
東
北
中
学
校
女
子
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５
月

３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
宮
城
県
蔵
王
町
で
開
催
さ
れ
、
福
島

県
代
表
と
し
て
湯
川
中
学
校
が
出
場
し
、
み
ご
と
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。５
月
９
日
に
は
阿
久
津
校
長
、
顧
問
の
横
田
先
生
、

選
手
11
名
が
来
庁
し
、
優
勝
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
選
手
達

か
ら
は
、
主
将
の
髙
橋
雛
さ
ん（
勝
常
）を
中
心
に
、
一
人
一
人

が
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
こ
と
で
優
勝
と
い
う
結
果
と
な
り
、
良

い
経
験
を
し
ま
し
た
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
三
澤
村
長
か
ら

は
、「
後
輩
達
か
ら
目
標
と
な
る
よ
う
な
選
手
と
な
っ
て
、
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

今
年
は
、
勝
常
寺
薬
師
如
来
坐
像
と
日
光
・
月
光
菩
薩
立
像

が
平
成
８
年
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
20
年
を
迎
え
ま
す
。
20
年
と

い
う
節
目
を
記
念
し
、
今
秋
に
仏
像
に
関
し
た
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
４
月
18
日（
月
）、
湯
川
村
公
民
館
に
お
い
て
、
第
１

回
実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
行
委
員
会
は
、
主
に
勝
常
寺
の
関
係
者
、
文
化
関
係

や
村
政
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
16
名
の
村
民
の
方
々
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
全
国
で
も
類
を
見
な
い
美
し
い
仏
像
を
村
民
の
皆
さ
ん

が
誇
り
に
思
い
、
千
二
百
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
遺
産
を
、

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
連

携
し
、
事
業
の
企
画
、
運
営
を
円
滑
に
行
う
組
織
で
す
。

　

第
１
回
目
は
、
村
長
代
理
で
あ
る
常
法
寺
副
村
長
か
ら
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
、
委
員
長
に
髙
橋
勝
昭
氏（
勝
常
）、
副
委
員
長

に
白
岩
孝
一
氏（
北
田
）と
宇
佐
美
大
祐
氏（
勝
常
）が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
の
宝
で
あ
る
勝
常
寺
の
仏
像
に
対
し
て

ど
ん
な
事
業
を
行
う
か
、
委
員
の
方
々
か
ら
様
々
な
意
見
が
提

案
さ
れ
、
活
発
な
協
議
を
展
開
し
ま
し
た
。

第
₂₆
回
東
北
中
学
校
女
子
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
福
島
県
代
表
）湯
川
中
学
校
初
優
勝
‼

勝
常
寺
薬
師
三
尊
国
宝
指
定
₂₀
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
発
足

中島敦之さん

「村長との
対話の日」
平成28年

6月10日（金）
時間：9時〜正午まで
場所：村長室

②
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三澤村長に受賞報告をした大塚節雄前村長（左）

内堀知事より表彰を受ける齋藤勝利さん（左）

代表で退任幹部感謝状を贈呈される小林陽介前部長

表彰を受けた栗城美知子さん（中）

　

５
月
11
日（
水
）福
島
市
杉
妻
会
館

に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
各
種
功
労

者
知
事
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
村
か

ら
２
名
が
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

前
村
長
の
大
塚
節
雄
さ
ん
（
上
田

谷
地
）
は
、
平
成
２
年
以
来
25
年
余

の
永
き
に
わ
た
り
、
村
議
会
議
員
、

同
議
長
、
村
長
等
を
歴
任
し
、
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
表
彰
式
の
席
上
、
56

名
及
び
３
団
体
の
受
賞
者
を
代
表
し
、

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
₂₈
年
度
各
種
功
労
者　
　

　
知
事
表
彰
で
２
名
が
受
賞
！

春
季
消
防
検
閲

福
島
県
中
・
県
南
・

会
津
地
区
国
道
協
議

会
会
長
表
彰
受
賞　

○
退
任
幹
部
感
謝
状

　

前
部
長　

片
桐　
　

聡
（
笈
川
班
）

　

前
機
関
部
長

	
大
関　

善
則
（
笈
川
班
）

　

前
部
長　

渡
部　

英
人
（
笠
ノ
目
班
）

　
　

〃　
　

伊
藤　

国
博
（
八
日
町
班
）

　
　

〃　
　

鈴
木　
　

健
（
水
谷
地
班
）

　
　

〃　
　

武
藤　

辰
徳
（
浜
崎
班
）

　
　

〃　
　

小
林　

陽
介
（
勝
常
班
）

　
　

〃　
　

長
谷
川
眞
理
（
中
ノ
目
班
）

　
　

〃　
　

外
島　

一
人
（
熊
川
班
）

　
　

〃　
　

佐
藤　

亮
仁
（
下
樽
川
班
）

　
　

〃　
　

白
岩　
　

健
（
北
田
班
）

　

平
成
28
年
度
春
季
消
防
検
閲
を
４

月
29
日（
金
）午
前
10
時
か
ら
ご
来
賓

多
数
ご
臨
席
の
も
と
湯
川
村
体
育
館

に
お
い
て
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
殉
職
消
防
団
員
の
御
霊
に

黙
祷
を
捧
げ
、
佐
藤
誠
消
防
団
長
、

三
澤
豊
隆
村
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
退
任
さ
れ
た
幹
部

の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
優
良

班
、
永
年
勤
続
者
に
も
表
彰
状
を
授

与
い
た
し
ま
し
た
。

　

検
閲
は
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た

め
、
室
内
で
の
通
常
点
検
の
み
の
実

施
で
し
た
が
、
整
然
と
生
気
溢
れ
る

姿
で
実
施
し
た
団
員
の
姿
に
、
来
賓

の
方
々
か
ら
賞
賛
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

	

（
敬
称
略
）

【
春
季
検
閲
時
表
彰
者
】

　

ま
た
、
現
在
、
福
島
県
農
業
共
済

組
合
長
の
齋
藤
勝
利
さ
ん（
勝
常
）は
、

平
成
12
年
以
来
16
年
余
の
永
き
に
わ

た
り
、
会
津
農
業
共
済
組
合
長
等
と

し
て
農
家
の
指
導
育
成
と
関
係
団
体

の
発
展
や
農
林
水
産
業
の
振
興
に
寄

与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
に
は
、
今
後
と
も
村
勢
発

展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
５
月
17
日（
火
）、
郡
山
市

「
ホ
テ
ル
ハ
マ
ツ
」
に
お
い
て
福
島

県
中
・
県
南
・
会
津
地
区
国
道
協
議

会
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
、
道
路
愛
護
優
秀
団

体
と
し
て
「
米
丸
婦
人
会
」
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
長
の
郡
山
市
長
か

ら
代
表
と
し
て
出
席
し
た
栗
城
美
知

子
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
米
丸
婦
人
会
」
の
皆
さ
ん
は
、
平

成
22
年
に
県
の「
う
つ
く
し
ま
の
道
・

サ
ポ
ー
ト
制
度
」
の
認
定
を
受
け
、

県
道
会
津
坂
下
・
河
東
線
の
沿
道
清

掃
活
動
や
花
壇
へ
の
植
栽
や
管
理
を

行
う
な
ど
、
環
境
美
化
活
動
に
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
功
績
が
認
め

ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
優
良
班
表
彰

　

第
２
分
団
第
２
部
第
２
班

	

（
佐
野
・
三
島
班
）

○
永
年
勤
続
表
彰

【
20
年
勤
続
章
】

　

団　

員　

大
関　

善
則
（
笈
川
班
）

　
機
関
部
長　

大
関　

仁
生
（
笈
川
班
）

　

団　

員　

髙
羽　
　

学
（
上
田
谷
地
班
）

　
　

〃　
　

髙
畑　
　

央
（
勝
常
班
）

　
　

〃　
　

廣
川　

隆
則
（
下
扇
田
班
）

【
10
年
勤
続
章
】

　

団　

員　

浅
野　

顕
道
（
笈
川
班
）

　
　

〃　
　

小
熊　
　

忍
（
中
ノ
目
班
）

　
　

〃　
　

小
沢　

良
太
（
下
樽
川
班
）

　
　

〃　
　

岩
沢　

克
也
（
中
台
班
）

　

班　

長　

小
野　

正
和
（
北
田
班
）

③
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平成29年度湯川村職員（大学卒程度／資格免許職）

採用候補者試験実施のお知らせ
湯川村職員（大学卒程度）

採用候補者試験
湯川村職員（資格免許職：保育士）

採用候補者試験

１　試 験 職 種　一般事務　及び　土木
２　採用予定人数　一般事務：若干名　土木：１名
３　受験資格程度　各職種とも大学卒程度

●一般事務
昭和６１年４月２日から平成７年４月１日ま
でに生まれた者で、大学程度を卒業又は平成
29年3月卒業見込みの者

●土木
昭和５６年４月２日以降に生まれた者で、大
学程度を卒業又は平成29年3月卒業見込み
の者

　ただし、各職種とも欠格事項のいずれかに該
当する者は受験できません。
　欠格事項については、湯川村のホームページ
または下記の申込み・お問い合わせ先でご確認
ください。

４　試験の方法
（１）第１次試験

教養試験（大学卒程度）、専門試験（土木職
のみ）及び適性検査等を行います。

（２）第２次試験
第１次試験合格者に対して、主として人物
についての面接及び小論文による試験を行
います。

５　第１次試験日　平成２８年７月２４日（日）
６　第１次試験会場　福島大学　福島市金谷川１番地

※受験者数により変更になる場合もあります。

１　試 験 職 種　保育士
２　採用予定人数　１名
３　受 験 資 格　有資格免許者

●昭和６１年４月２日以降に生まれた者
　（学歴は問いません。）
●幼稚園教諭免許及び保育士資格の両方を有す

る者または、平成２９年３月までに免許取得
見込みの者。

　ただし、欠格事項のいずれかに該当する者は
受験できません。
　欠格事項については、湯川村のホームページ
または下記の申込み・お問い合わせ先でご確認
ください。

４　試験の方法
（１）第１次試験

教養試験（短大卒程度）、専門試験及び適
性検査等を行います。

（２）第２次試験
第１次試験合格者に対して、主として人物
についての面接及び小論文による試験を行
います。

５　第１次試験日　平成２８年７月２４日（日）
６　第１次試験会場　福島大学　福島市金谷川１番地

※受験者数により変更になる場合もあります。

各 試 験 共 通 事 項

７　受験手続及び受付期間
（１）申込用紙の請求

　申込用紙は、「湯川村役場総務課」で交付します。
　郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に受験する試験名「採用試験（○○○○○）
用紙請求」を朱書きし、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角型２号）を必ず同封し
てください。

（２）申込の方法
　申込用紙に必要事項を記入して、「湯川村役場総務課」に提出してください。
　申込書を郵送する場合は、封筒の表に申込みをする試験名「採用試験○○○○○申込」を朱書
きし、８２円切手を貼った自分宛明記の返信用封筒を必ず同封してください。

（３）申込書受付期間
平成２８年５月２６日（木）から平成２８年６月２４日（金）まで。

（午前８時３０分から午後５時１５分までの間で受付。※土曜、日曜並びに祝祭日の受け付けは行
いません。）
※郵便により申込書を提出する場合は、平成２８年６月２２日（水）までの消印のあるものに限り

受け付けます。
８　申込み・お問い合わせ先

〒969-3593　福島県河沼郡湯川村大字清水田字長瀞１８番地
湯川村役場　総務課　☎ 0241−27−8800　ＦＡＸ 0241−27−3760
Ｅメール　soumu@vill.yugawa.fukushima.jp　ホームページ　http://www.vill.yugawa.fukushima.jp

④
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　放送大学はテレビ等の放送やインターネットで授業を
行う通信制の大学です。働きながら学んで大学を卒業し
たい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い世
代の方が学んでいます。
　ただいま平成28年10月入学生を募集しています。
詳しい資料を無料で送付致しますので、お気軽にお問い
合わせください。
○募集学生の種類
　−教養学部−
　　科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
　−大学院−
　　修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
○出願期間
　第１回：平成28年6月15日〜8月31日
　第２回：平成28年9月　1日〜9月20日
　（インターネットでの出願も受け付けております）
◎お問い合わせ先
　〒963−0825
　郡山市桑野1−22−21（郡山女子大学もみじ館内）
　放送大学福島学習センター
　☎024−921−7471
　放送大学ホームページ　http://www.ouj.ac.jp

○場　　所　テクノアカデミー会津
○申込方法
「受講申込書」に記入し、下記住所へメール、郵送、
持参、もしくはＦＡＸで送信してください。（「受験申
込書」は、本校ホームページ http://www.tc-aizu.
ac.jp/ 経営企画部門からダウンロードしたいものを
お使いください。
◎お問い合わせ先

〒９６９－３５２７　喜多方市塩川町御殿場４－１６
県立テクノアカデミー会津
　☎　０２４１－２７－３２２１
ＦＡＸ０２４１－２７－３３１２
メール　aizu-ta@pref.fukushima.lg.jp

コース名 日　時 金　額 締　切
英会話基礎

（ビジネス編）
（定員１５名）

７月
５・６・１２・１３日
１３：３０〜１６：３０

受講料
３,１００円 ６月２０日㈪

（受験対策コース）
国内旅行業務取扱
管理者

（定員１0名）

７月
5・7・１1・12・14
19・21・25・26日
１8：0０〜20：0０

受講料
6,１００円
教材費
３,847円

６月２2日㈬

（受験対策コース）
第 ３ 種電気主任技
術者（機械）

（定員１0名）

７月
6・13・20日
１３：0０〜１7：0０

受講料
4,3００円
教材費
３,240円

６月２2日㈬

（受験対策コース）
品質管理（ＱＣ検
定 ３ 級）

（定員１5名）

７月
27・29日
9：0０〜１6：0０

受講料
3,１００円
教材費
３,024円

7月13日㈬

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍す
るバイタリティーあふれる税務職員を募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジし
てみませんか？
○受験資格

１　高卒見込の者及び高卒後３年を経過していない者
２　人事院が１に掲げる者と同等の資格があると認め

る者
○受験申込受付期間

◦平成28年6月20日（月）から6月29日（水）まで
○受験申込方法

受験申込みはインターネット申込みとする。
なお、インターネットで申し込めない場合は、受験申
込受付期間前に仙台国税局人事第二課又は人事院東北
事務局へ連絡する。

○第１次試験日
平成２８年９月４日（日）

◎お問い合わせ先
仙台国税局人事第二課試験研修係
☎０２２−２６３−１１１１（内線３２３６）
人事院東北事務局
☎０２２−２２１−２０２２

放送大学10月入学生募集 平成28年度　国家公務員
「税務職員採用試験」（高校卒業程度）

のお知らせ

ポリテクセンター会津
　　　　からのご案内

訓練生募集!!
1　建築CADリフォーム技術コース（住宅リフォーム技術科）
①募集締切日　　平成28年６月1６日（木）
②募集訓練科名　建築CADリフォーム技術コース
　　　　　　　　（住宅リフォーム技術科）
③募集定員　18名
④訓練期間　平成28年7月1日から
　　　　　　平成28年12月28日まで（６ヶ月間）
⑤対象者　公共職業安定所に求職登録されている方で、

職業訓練の受講が望ましいと判断された方
⑥受講料　無料（別途テキスト代がかかります）
⑦選考日　平成28年6月20日（月）午前９時〜

2【若年者コース】機械加工技術科（ビジネススキル講習付）
①募集締切日　　平成28年６月1６日（木）
②募集訓練科名　【若年者コース】
　機械加工技術科（ビジネススキル講習付）
③募集定員　6名
④訓練期間　平成28年7月1日から
　　　　　　平成29年1月31日まで（７ヶ月間）
⑤対象者　公共職業安定所に求職登録されている方で、

職業訓練の受講が望ましいと判断された方
⑥受講料　無料（別途テキスト代がかかります）
⑦選考日　平成28年6月20日（月）午前９時〜

◎お問い合わせ先　ポリテクセンター会津　訓練課
　☎　０２４２−２６−０５２０
FAX０２４２−２６−１５８５

テクノアカデミー
会津からのご案内

⑤
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今
月
の
納
税

６
月
30
日（
木
）ま
で

村
県
民
税　
　

第
１
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

●
村
で
は
、
今
年
度
の
村
県
民
税
の

納
税
通
知
書
（
普
通
徴
収
分
）
を

６
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

村
県
民
税
な
ど
の
税
金
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
財
源
で
す
。
必
ず
納
期
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◎
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
６
月

30
日（
木
）に
な
り
ま
す
。

◎
納
付
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

　

個
人
の
住
民
税
申
告
の
方
で
事
業

所
得
等
を
有
す
る
全
て
の
方
は
、
帳

簿
の
記
帳
及
び
保
存
が
義
務
付
け
さ

れ
て
お
り
ま
す
。（
所
得
税
の
白
色
申

告
者
も
同
様
）

　

村
で
は
、税
務
署
と
共
同
で
、記
帳

の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
方
や
新
た
に

事
業
を
行
う
方
の
た
め
に
、
記
帳
・

帳
簿
保
存
制
度
の
概
要
や
記
帳
の
仕

方
等
を
説
明
す
る
「
記
帳
説
明
会
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
の
申
告
期
限
は
７
月
11
日
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、

郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島

労
働
局
に
お
い
て
手
続
き
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電
子
申

請
を
、
労
働
保
険
料
等
の
納
付
は
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

福
島
労
働
局　

総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
４
︲
５
３
６
︲
４
６
０
７

記
帳
説
明
会
に
つ
い
て

―
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
―

労
働
保
険
の
年
度　

更
新
等
の
お
知
ら
せ

※
対
象
と
な
る
方

　

事
業
所
得
（
農
業
所
得
を
含
む
）、

不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
を
生
ず

べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
で
す
。

○
日
時
・
場
所

６
月
７
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

	

14
時
〜
15
時
30
分

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

	

「
展
示
室
兼
会
議
室
」

６
月
８
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

会
津
若
松
市
河
東
支
所
２
階

	

「
大
会
議
室
」

６
月
９
日（
木
）10
時
〜
11
時
30
分

会
津
坂
下
町
中
央
公
民
館
２
階

	

「
大
研
修
室
」

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

会
津
若
松
税
務
署

☎
０
２
４
２
︲
２
７
︲
４
３
１
４

平
成
₂₈
年
度

集
落
公
民
館
長
・
社
会
体
育
推
進
名
簿

集
落
公
民
館
長

社
会
体
育
推
進
員

不
動
産
取
得
税
の

　
　
　
軽
減
制
度

　

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋

を
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
納
め

て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。（
固
定

資
産
税
は
市
町
村
、
登
録
免
許
税
は

国
の
税
金
で
す
。）

　

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
て
か
ら

３
年
以
内
に
住
宅
を
新
築
（
中
古
住

宅
の
場
合
は
、
１
年
以
内
に
取
得
）

し
た
場
合
や
、
住
宅
を
取
得
し
て
か

ら
１
年
以
内
に
そ
の
住
宅
用
の
土
地

を
取
得
し
た
場
合
に
、
取
得
し
た
住

宅
用
の
土
地
に
か
か
る
不
動
産
取
得

税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
住
宅
（
住
宅
用
附
属
家
を

含
む
）
の
総
床
面
積
が
50
㎡
以
上
240

㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
他
、
災
害
に
あ
っ
た
と
き
や

公
共
事
業
で
収
用
さ
れ
た
と
き
な
ど

の
「
減
免
」
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
ご
本
人
の
申

請
に
よ
り
減
額
・
減
免
す
る
も
の
な

の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

詳
し
い
要
件
及
び
必
要
書
類
に
つ
い

て
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム

☎
０
２
４
２
︲
２
９
︲
５
２
５
４

集
　
落

氏
　
　
名

集
　
落

氏
　
　
名

笈

川

長
谷
川
　
　
　
誠

笈

川

齊
　
藤
　
　
　
研

王

領

鈴
　
木
　
祐
　
市

王

領

生
　
亀
　
一
　
志

田

中

小
　
林
　
　
　
仁

田

中

鈴
　
木
　
秀
　
基

笠
ノ
目

鈴
　
木
　
常
　
徳

笠
ノ
目

鈴
　
木
　
誠
　
也

米

丸

鈴
　
木
　
保
　
房

米

丸

栗
　
城
　
俊
　
介

森

台

古
　
川
　
和
　
則

森

台

坂
　
内
　
明
　
裕

八
日
町

大
　
竹
　
　
　
孝

八
日
町

目
　
黒
　
文
　
敏

高

瀬

渡
　
部
　
　
　
務

高

瀬

小
　
野
　
明
　
彦

水
谷
地

鈴
　
木
　
一
　
行

水
谷
地

鈴
　
木
　
　
　
健

上
田
谷
地

高
　
羽
　
仁
一
郎

上
田
谷
地

髙
　
羽
　
　
　
学

沼
ノ
上

大
久
保
　
徹
　
雄

沼
ノ
上

渡
　
邉
　
岳
　
之

浜

崎

山
　
口
　
光
　
正

浜

崎

長
谷
川
　
　
　
猛

勝

常

小
　
林
　
陽
　
介

勝

常

高
　
橋
　
辰
　
徳

五
丁
ノ
目

渡
　
部
　
　
　
浩

五
丁
ノ
目

渡
　
部
　
　
　
浩

佐

野

佐
　
野
　
隆
　
夫

佐

野

星
　
　
　
　
　
一

中
ノ
目

三
　
澤
　
友
　
春

中
ノ
目

波
多
野
　
　
　
拓

熊

川

小
　
原
　
靖
　
春

熊

川

稲
　
林
　
　
　
裕

上
扇
田

中
　
島
　
　
　
壽

上
扇
田

高
　
木
　
和
　
徳

亀
ヶ
代

大
八
木
　
健
　
一

亀
ヶ
代

大
八
木
　
健
　
一

上
樽
川

二
　
瓶
　
重
　
和

上
樽
川

二
　
瓶
　
義
　
洋

石

伏

堀
　
金
　
寿
　
之

石

伏

目
　
黒
　
　
　
栄

下
樽
川

白
　
川
　
勝
　
雄

下
樽
川

伊
　
藤
　
　
　
寛

中
扇
田

渡
　
部
　
伸
　
子

中
扇
田

伊
　
藤
　
幸
　
太

中

台

岩
　
沢
　
清
　
隆

中

台

片
　
桐
　
健
　
幸

下
扇
田

広
　
川
　
恭
　
子

下
扇
田

廣
　
川
　
隆
　
則

北

田

小
　
野
　
智
　
史

北

田

小
　
野
　
孝
　
治

堂

畑

佐
　
藤
　
克
　
己

堂

畑

菅
　
井
　
友
　
和

三

島

渡
　
部
　
　
　
馨

三

島

居
　
倉
　
嘉
　
和

桜
づ
つ
み

神
　
村
　
繁
　
則

桜
づ
つ
み

田
　
村
　
　
　
誠

松
川
住
宅

若
　
林
　
さ
お
り

美
田
園

馬
　
場
　
拓
　
郎

美
田
園

永
　
島
　
　
　
渉
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集
　
落

氏
　
　
名

集
　
落

氏
　
　
名

笈

川

長
谷
川
　
　
　
誠

笈

川

齊
　
藤
　
　
　
研

王

領

鈴
　
木
　
祐
　
市

王

領

生
　
亀
　
一
　
志

田

中

小
　
林
　
　
　
仁

田

中

鈴
　
木
　
秀
　
基

笠
ノ
目

鈴
　
木
　
常
　
徳

笠
ノ
目

鈴
　
木
　
誠
　
也

米

丸

鈴
　
木
　
保
　
房

米

丸

栗
　
城
　
俊
　
介

森

台

古
　
川
　
和
　
則

森

台

坂
　
内
　
明
　
裕

八
日
町

大
　
竹
　
　
　
孝

八
日
町

目
　
黒
　
文
　
敏

高

瀬

渡
　
部
　
　
　
務

高

瀬

小
　
野
　
明
　
彦

水
谷
地

鈴
　
木
　
一
　
行

水
谷
地

鈴
　
木
　
　
　
健

上
田
谷
地

高
　
羽
　
仁
一
郎

上
田
谷
地

髙
　
羽
　
　
　
学

沼
ノ
上

大
久
保
　
徹
　
雄

沼
ノ
上

渡
　
邉
　
岳
　
之

浜

崎

山
　
口
　
光
　
正

浜

崎

長
谷
川
　
　
　
猛

勝

常

小
　
林
　
陽
　
介

勝

常

高
　
橋
　
辰
　
徳

五
丁
ノ
目

渡
　
部
　
　
　
浩

五
丁
ノ
目

渡
　
部
　
　
　
浩

佐

野

佐
　
野
　
隆
　
夫

佐

野

星
　
　
　
　
　
一

中
ノ
目

三
　
澤
　
友
　
春

中
ノ
目

波
多
野
　
　
　
拓

熊

川

小
　
原
　
靖
　
春

熊

川

稲
　
林
　
　
　
裕

上
扇
田

中
　
島
　
　
　
壽

上
扇
田

高
　
木
　
和
　
徳

亀
ヶ
代

大
八
木
　
健
　
一

亀
ヶ
代

大
八
木
　
健
　
一

上
樽
川

二
　
瓶
　
重
　
和

上
樽
川

二
　
瓶
　
義
　
洋

石

伏

堀
　
金
　
寿
　
之

石

伏

目
　
黒
　
　
　
栄

下
樽
川

白
　
川
　
勝
　
雄

下
樽
川

伊
　
藤
　
　
　
寛

中
扇
田

渡
　
部
　
伸
　
子

中
扇
田

伊
　
藤
　
幸
　
太

中

台

岩
　
沢
　
清
　
隆

中

台

片
　
桐
　
健
　
幸

下
扇
田

広
　
川
　
恭
　
子

下
扇
田

廣
　
川
　
隆
　
則

北

田

小
　
野
　
智
　
史

北

田

小
　
野
　
孝
　
治

堂

畑

佐
　
藤
　
克
　
己

堂

畑

菅
　
井
　
友
　
和

三

島

渡
　
部
　
　
　
馨

三

島

居
　
倉
　
嘉
　
和

桜
づ
つ
み

神
　
村
　
繁
　
則

桜
づ
つ
み

田
　
村
　
　
　
誠

松
川
住
宅

若
　
林
　
さ
お
り

美
田
園

馬
　
場
　
拓
　
郎

美
田
園

永
　
島
　
　
　
渉

40歳〜74歳の国保加入の方へ

特定健診を受けましょう !
　特定健診（特定健康診査）は、メタボリックシンドロームを予防・改善するための健診です。
　村国民健康保険加入の方は、村の総合健診時【6月10日（金）、12日（日）、13日（月）、14日（火）】の
際に受診されますようお願いします。
　村の特定健診を受診される方には下記のメリットがあります！なお、社会保険（被用者保険）加入
の方については、受診方法が異なりますので、再度ご確認ください。

①国が定めた健診項目のほかに10項目の検査項目が無料で追加されます。
（総コレステロール、尿酸、クレアチニン、eGFR、白血球、血小板、尿中塩分量、貧血検査、心
電図＊、BNP＊、眼底検査＊）＊の項目については、治療中の方は対象外となります。

②生活習慣病のリスクを早期発見できます！
③健診を定期的に受けていない人に比べ、医療費が安くすみます！
④専門家の支援が無料で受けられます！

加入保険 加入区分 申込み・受診場所

湯川村国民健康保険 全員
【事前の手続きは不要です】
該当される方全員へ「特定健診受診録」を交付しますので、総合健診実
施日に持参し、受診願います。

各社会保険（被用者保険）
　協会健保
　各健康保険組合
　各共済組合など

被保険者
本人

【事前に加入保険へご確認ください】
職場及び加入保険で指定する場所で受診願います。
村総合健診時には受診できません。ただし、がん検診は受診可能です。

扶養家族
（家族の方）

【事前に加入保険へご確認ください】
加入保険で指定する場所で受診願います。
事前に加入保険から「受診券」の交付を受け、村総合健診時に持参する
ことにより、受診することができます。（「受診券」「保険証」「検査費用」
を必ず持参してください。）

＊40～74歳の方で年度途中の健康保険の異動等により「特定健診」を受診できない方については、
湯川村保健センターへご連絡ください。

	 ◎お問い合わせ先　湯川村保健センター　☎0241−27−3110

○国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなけれ
ばなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所
得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される
「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期
大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業
年限1年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

〈所得のめやす〉
118万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝

　学生納付特例の承認期間は4月から翌年3月までとなります
が、承認を受けた次の年度も在学予定である場合、4月始めに
再申請の用紙が送られてきますので、引続き学生納付特例制度
をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送ください。

湯川村の特定健診のメリット

○国民年金保険料学生納付特例
　申請について
　学生納付特例制度により、平成２7年
度に保険料納付を猶予されている方で、
平成28年度も引き続き在学予定の方へ、
３月下旬に基礎年金番号等が印字された
ハガキ形式の学生納付特例申請書を送付
します。
　同一の学校に在学されている方は、こ
のハガキに必要事項を記入し返送いただ
くことにより、平成28年度の申請がで
きます。（この場合、在学証明書または
学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、平成28年度は学生納付特例制
度を利用せず、保険料の納付を希望され
る場合は納付書を送付いたしますので、
お手数ですがお近くの年金事務所にご連
絡ください。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

メタボ健診

◎お問い合わせ先　湯川村役場住民税務課住民福祉係　☎0241−27−8810
　　　　　　　　　または会津若松年金事務所　　　　☎0242−27−5321
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	 ＊注意：〈　〉の中はビリーの発音をカタカナで書いています。
Billy’s English Class !　ビリー先生の英会話 第５５弾!

　今回は友達や知人におごる時の表現を紹介したいと思います。
　「Let me pay for you」〈レッツ　ミー　ペイ　フォー　ユ〉“私にあなたの分を払わせてください”という意味です。
レストランやカフェにいる時によく使う表現です。この表現は一番基準の表現です。
　意味はだいたい同じですが、他にもいくつか表現があります。
１．「I’ll get you」〈アイル　ゲッツ　ユー〉“私が（お勘定）もらうよ“という意味です。
２．「I got it」〈アイ　ゴットゥ　イットゥ〉“私に会計を任せて“と言う意味で、みんなさんが財布を出した時に使う表

現です。”わかりました“と”了解しました“と言う意味もありますが、状況によって違いますので気をつけて言
ってみてください。

３．「Get me next time」〈ゲッツ　ミー　ネクストゥ　タイム〉“今度払ってください”という意味です。この表現もよ
く使いますが、１番と２番の表現を言ってから使う表現です。

　今月紹介した表現は友達や親友に使う表現ですが、上司に対してはあまり使いにくい表現とな
っていますので気をつけてください。
　みなさんはもうわかりましたか？今度友達と食事した時に、上の表現を使ってみてください！
　毎週水曜日に英会話教室がありますので、参加したい方や体験してみたい方はぜひ下記の通り
お申し込みください。気楽にみんなで英会話しましょう！お待ちしております！
お問い合わせ先：社会教育指導員　柏木まで　
☎０２４１－２７−８８８０（ユースピアゆがわ）

　質問があれば、ぜひ湯川英会話にメールしてください！来月の広報も楽しみにしていてください。
kyouiku@vill.yugawa.fukushima.jp

年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
（
高
齢

者
向
け
）
の
お
知
ら
せ

平
成
₂₈
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

賃
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低

所
得
の
高
齢
者
を
支
援
し
、
平
成
28

年
前
半
の
個
人
消
費
の
下
支
え
を
行

う
た
め
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
給
付
対
象
者
】

◦
基
準
日（
平
成
27
年
１
月
１
日
）に

湯
川
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

◦
平
成
27
年
度
の
村
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
方
（
た
だ
し
、
課
税

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
は
、
除

か
れ
ま
す
。）

◦
平
成
28
年
度
中
に
、
65
歳
以
上
と

な
る
方

【
給
付
額
】
一
人
当
た
り
３
万
円

【
申
請
期
限
】
平
成
28
年
８
月
２
日（
火
）

　

支
給
対
象
者
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
に
申
請
書
を
送
付
い
た
し
ま
し

た
。
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
、
申
請

書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課　

住
民
福
祉
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平
成

28
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
平
成
28
年

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。
全
国
す
べ
て
の
事
業
所

及
び
企
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
皆

様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

総
務
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦　

　
　
　
表
彰
の
ご
案
内

○
趣　
旨

　

結
婚
し
て
50
年
、
ご
夫
婦
が
力
を

合
わ
せ
良
き
家
庭
を
つ
く
り
、
地
域

社
会
に
貢
献
し
、
今
日
の
豊
か
な
社

会
を
築
き
上
げ
た
功
績
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
苦
労
に

報
い
る
た
め
、
金
婚
を
迎
え
る
夫
婦

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
県
民

こ
ぞ
っ
て
祝
福
す
る
も
の
で
す
。

○
主　
催

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

　

福
島
民
報
社

○
後　
援

　

福
島
県
・
福
島
県
市
長
会
・

　

福
島
県
町
村
会

○
表
彰
該
当
者

　

昭
和
41
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12

月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
、

及
び
そ
れ
以
前
に
結
婚
さ
れ
、
前
回

ま
で
に
金
婚
表
彰
を
授
与
さ
れ
て
い

な
い
ご
夫
婦

○
受
付
期
間

　

７
月
15
日（
金
）ま
で
（
新
聞
紙
上

に
掲
載
す
る
都
合
上
、
締
め
切
り
厳

守
）

○
申
込
方
法

「
し
あ
わ
せ
金
婚
表
彰
申
込
書
」は
、

湯
川
村
役
場
住
民
税
務
課
、
湯
川
村

社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
て
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

	
☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
９
０

人
権
相
談
所
の　
　
　

　
　
　
開
設
に
つ
い
て

（
行
政
相
談
会
と
合
同
で
開
催
）

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

で
す
。
人
間
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
た

以
上
、
誰
で
も
平
等
に
生
き
る
権
利

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
日
常
生
活
で
の

様
々
な
悩
み
や
心
配
ご
と
、
差
別
を

受
け
た
り
又
は
ト
ラ
ブ
ル
等
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
し
た
時
に
相
談
を
受
け

た
り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
援

助
を
し
て
い
ま
す
。

　

湯
川
村
で
は
、
左
記
に
よ
り
人
権

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
相

談
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
行
政
相
談
会
も
あ

わ
せ
て
行
い
ま
す
。

○
日　
時　
６
月
25
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
場　
所　
湯
川
村
役
場

○
相
談
員

村
澤　
　

宏
さ
ん（
人
権
擁
護
委
員
）

小
沢　

晶
利
さ
ん（
人
権
擁
護
委
員
）

兼
子　

正
幹
さ
ん（
行
政
相
談
員
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

先
月
発
行
の
広
報
６
ペ
ー
ジ

（
人
事
異
動
）に
お
い
て
、
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

住
民
税
務
課　

保
健
係

（
誤
）
主
事　

宮
澤
梨
香
子

（
正
）
保
健
技
師　

宮
澤
梨
香
子
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苗
ハ
ウ
ス
起
伏
の
あ
り
て
眩
し
け
り	

鈴
木　
　

翠

昼
の
月
軒
か
い
く
ぐ
る
つ
ば
め
か
な	

〃　
　

春
の
朝
九
十
路
散
歩
や
青
い
空	

鈴
木
い
ち
の

磐
梯
山
映
す
植
田
の
水
鏡	

〃　
　

江
払
い
や
部
落
総
出
の
顔
揃
ふ	

鈴
木　

清
子

草
盛
り
ペ
ン
ペ
ン
草
の
は
ぜ
る
種
子	

〃　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
並
ん
で
詩
の
口
ず
さ
み	

鈴
木　

信
子

待
ち
わ
び
て
胸
い
っ
ぱ
い
の
初
音
か
な	

〃　
　

し
な
や
か
な
踊
り
姿
や
春
の
宵	

鈴
木
智
恵
子

降
り
頻
る
雨
に
一
夜
の
花
散
り
ぬ	

〃　
　

婚
礼
の
知
ら
せ
の
届
く
柿
若
葉	
小
林
喜
久
雄

築
六
十
終
の
棲
家
に
つ
つ
じ
咲
く	

〃　
　

湯
川
俳
句
会

村
民
の
文
芸

発
表
の
ひ
ろ
ば

朝
日
受
け
一
輪
車
押
す
伸
び
た
影

　
　
　

態わ
ざ

と
戯
け
て
ヨ
タ
ヨ
タ
歩
く	

兼
子　

春
江

好
好
爺
の
表
紙
の
人
は
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ

　
　
　
　

大
統
領
な
り
質
素
で
豊
か	

小
林　

和
子

鶫
ら
の
さ
え
ず
る
音
色
に
誘
は
れ
て

　
　
　

ハ
ウ
ス
の
中
に
苗
箱
並
べ
る	

菅
沼　

禎
子

飯
豊
の
峰
の
白
雪
輝
き
て

　
　

朝
日
の
中
に
ひ
と
き
は
映
ゑ
る	

鈴
木
ト
シ
子

具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
吸
ひ
て
ボ
ー
ル
蹴
る

　
　

サ
ッ
カ
ー
少
年
こ
の
春
中
学
に	

坂
内
タ
ミ
子

春
風
に
乘
り
て
わ
た
し
に
使
者
が
く
る

「
野
良
着
の
似
合
ふ
あ
な
た
で
ゐ
て
」
と	

𠮷
田　

妙
子

吉
田
松
陰
留
魂
録
を
止
め
お
く

　

泣
く
に
泣
か
れ
ぬ
悲
哀
を
こ
め
て	

小
林　

幸
夫

彼
岸
す
ぎ
野
に
雪
降
り
て
農
作
業
・

散
歩
と
り
止
め
「
雪
明
り
の
坂
」
読
む	

佐
野　

常
雄

	

（
故
阿
部
綾
先
生
歌
集
）

無
欠
席
の
修
了
証
書
「
は
い
」
と
出
す

　
　
　

両
手
に
受
け
て
孫
と
広
げ
る	

鈴
木　

悦
子

恙
な
く
年
重
ね
て
も
夫
婦
し
て

　
　
　

野
菜
作
り
を
楽
し
み
に
し
て	

鈴
木　

久
子

黄
泉
の
国
わ
ら
じ
の
紐
を
解
き
く
れ
る

　
　
　
　

娘
御
居
ま
せ
り
故
綾
先
生	

矢
澤　

悦
子

読
み
聞
か
せ
の
子
ら
寄
り
添
ひ
て
円
と
な
る

　
　

無
邪
気
な
る
時
流
れ
ゆ
く
な
り	

渡
部　

子

沃
野
湯
川
会

　第３回の湯川村総合教育会議を下記に
より行いますので、お知らせします。
１　日　時　平成２８年６月２日（木）
　　　　　　１３時から１時間程度
２　場　所　湯川村役場　議場
３　議　題　教育行政運営課題　など
４　その他　公開で行いますので、傍聴

できます。
　なお、個人情報にかかわる案件の場合
は一時退室をお願いすることがあります。
詳細については、総務課にお問い合わせ
ください。
	 ☎０２４１－２７－８８００

「第３回総合教育会議」
開催のお知らせ

6月は「シートベルト着用強化月間」
　後部座席を含めたすべての座席において、シートベル
ト・チャイルドシートを正しく着用しましょう。

　6月1日～10日は「電波利用環境保護周知啓発強化期
間」です。電波はルールを守って正しく使いましょう。

電波の混信・妨害についてのお問い合わせは
〒980−8795
仙台市青葉区本町３−２−２３
総務省　東北総合通信局　相談窓口
☎０２２−２２１−０６４１
http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/

総務省からのお知らせ

⑨
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メ
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６
月
の
行
事
予
定

１
日（
水
）交
通
事
故
ゼ
ロ

	

歩
行
者
優
先
の
日

５
日（
日
）一
斉
清
掃
の
日

　
　
　
　

壮
年
ソ
フ
ト

	

ボ
ー
ル
大
会

19
日（
日
）村
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
上
段
は
人
身
事
故
・
下
段
は
物
損
事
故
）

村内の交通事故
件数

12平成27年
（ 1月〜12月）

平成28年
4 月

平成28年
累　　計

0

6

78

交通死亡事故ゼロ日数
（平成28年 4 月30日現在） 104日

7

25

死亡

0

0

1

傷者

19

0

8

人の動き（５月１日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,362人（　　5）
男 1,612人（　　6）
女 1,750人（△　1）
世帯数 1,008世帯（　　8）

還付金詐欺が急増中

熊本地震に便乗した
　なりすまし詐欺に注意

会津坂下警察署からのお知らせ 消防署からのお知らせ

　

家
庭
の
話
し
合
い
、
一
緒
の

食
事
の
励
行
、
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

毎月
「
第
３
日
曜
日
」
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

あ
い
さ
つ
運
動

あ 

明
る
く　

い 

い
つ
で
も

さ 

先
に　
　

つ 

続
け
て

湯
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

一
声
運
動
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口

※この欄に掲載を希望しない方は、住民税務課
住民福祉係へ申し出てください。

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成28年 4 月中）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街

頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空
き
巣

忍
込
み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 2 1 1 1 4 4 13 32 45
湯川村 1 1 1 2
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの犯罪発生
件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成28年 1 月 1 日からの累計数となっています。

郡山市で65万円被害

福島市で不審電話

　今年４月、郡山市において、市役所保険課職員を名のる者から
「高額医療費の還付金があります。」などと言われ、ATMで65万円を振り込んだもの。

　全国で、熊本地震に便乗した不審電話が発生しています。
○高齢者宅への老人ホームの職員を名のる男からの不審電話「県が運営している老人
ホームがあります。それを熊本の震災で困っている人に譲ってくれませんか。熊本
の老人ホームが機能しなくなったので、そこに移してあげたいので権利を譲って欲
しい。」
○高齢者宅への女性からの不審電話「５年前に東日本大震災でお世話になっているか
ら協力して欲しい。熊本地震で困っている方のために募金を協力している。家に募
金を取りに行く。」

○銀行員を名のる者から不審電話「熊本の震災への募金を募っています。今から言う
口座へお金を振り込んでください。」

　今年４月、福島市内で、市役所保険年金課職員を名のる男から
「年金還付金の書類を送ったが、届いているか。」という電話の
後、○○銀行職員を名のる男から「市役所から連絡があったと思
うが、○○銀行で受け付ける。」「振り込み手続きをするので、近
くのATMに来てほしい。」という不審電話があったもの。

◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ

カクニンジャー福くん

（４月受付）
お誕生おめでとうございます

（地　区） （両　親） （子）

美 田 園 永島　　渉
　　　真弓 果

か

歩
ほ

勝　　常 齋藤　貴信
　　亜衣美 朱

あかり

謹んでお悔やみ申し上げます
（地　区） （本　人） （年齢）
浜　　崎 角田　 子 ８２歳
佐　　野 駒澤　節子 ７４歳

実施期間　平成28年6月 5日（日）から
6月11日（土）

　平成28年度の危険物安全週間が、６月５日（日）
～６月11日（土）まで全国一斉に行われます。危険
物は、「使用方法や取り扱い方法」を誤りますと、
火災になり易く、非常に危険で人命さえも失うこ
とになりますので、「取り扱いや保管」に充分注意
してください。

平成28年度
危険物安全週間推進標語

「危険物　　　　
決めろ無事故の
　　 ストライク」

◦会津若松消防署十文字出張所
　　電　話　０２４２－７５－２１５１
　　ＦＡＸ　０２４２－７５－２１９６

平成28年度
危険物安全週間

⑩


